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午前１０時００分 開始 

【坂本都市計画課長】  お待たせいたしました。ただいまから第２２４回港区都市計

画審議会の開会をお願いいたします。 

 本日は、あらかじめ池邊委員、桒原委員、宮脇委員は所用のため欠席との連絡をいた

だいております。また、七戸委員におかれましては、ご連絡はいただいておりませんが、

おくれているようでございます。なお、関係行政機関の委員でございます芝消防署長の

渡邉委員でございますが、３月３１日付のご退任に伴いまして、後任の永井秀明署長が

委員に就任されております。また、愛宕警察署長の本間委員の代理として、福田警務課

長が出席されております。 

 それでは、就任されました永井秀明署長に、武井雅昭区長から発令通知書をお渡しい

たします。 

 では、よろしくお願いいたします。 

 永井秀明委員でございます。 

【武井区長】  どうぞよろしくお願いします。 

【永井委員】  どうぞよろしくお願いします。 

【坂本都市計画課長】  任期は、平成２８年３月３１日までとなります。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

 それでは、武井雅昭区長から、委員の皆様にご挨拶を申し上げます。 

【武井区長】  皆様、おはようございます。港区長の武井雅昭です。 

 本日は、大変お忙しい中ご出席をいただきまして、ありがとうございます。ただいま

関係行政機関であります芝消防署長の永井秀明署長に、都市計画審議会の委員のご就任

をいただきました。都市計画審議会の運営と、港区のまちづくりの推進のために格別の

お力添えを賜りますよう、どうぞよろしくお願いをいたします。 

 さて、本日諮問いたします案件は２件ございます。１件目が、虎ノ門一丁目地区の第

一種市街地再開発事業の決定。２件目が、虎ノ門駅前地区の第一種市街地再開発事業の

決定です。この２件については、ともに虎ノ門一丁目地内の虎ノ門駅南地区に関する案

件です。 

 虎ノ門駅南地区は、平成２６年８月に東京都において街並み再生方針を策定し、街区
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の再編を推進することにより、安全・安心なまちの実現、魅力と活力のあるまちづくり

の推進、そして緑豊かで環境に優しいまちの実現を目指しています。 

 ２つの地区では、第一種市街地再開発事業によって街区を再編するもので、虎ノ門一

丁目地区はバスターミナルや地下通路などの整備による交通結節機能の強化と都市防災

機能の強化を図ります。また、虎ノ門駅前地区では虎ノ門駅の地上及び地下の駅前広場

を整備するとともに、にぎわいの創出を図るものです。 

 本日ご審議いただきます案件は、良好な市街地環境の形成を目指す上で、まちづくり

の推進に寄与するものと考えております。十分なご検討の上、ご答申をいただけますよ

うお願いをいたします。 

 以上、簡単ではございますが、ご挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願い

をいたします。 

【坂本都市計画課長】  ありがとうございました。区長は公用のため退席させていた

だきます。 

【武井区長】  どうぞよろしくお願いいたします。 

（区長退席） 

【坂本都市計画課長】  それでは髙橋会長、議事進行をよろしくお願いいたします。 

【髙橋会長】  それでは、第２２４回港区都市計画審議会を開会いたします。本日は、

お手元の日程表のとおり審議事項が２件ございます。おおむね１２時を目安に進めてま

いりたいと思いますので、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 審議事項①が「東京都市計画虎ノ門一丁目地区第一種市街地再開発事業の決定につい

て」であります。審議事項②が「東京都市計画虎ノ門駅前地区第一種市街地再開発事業

の決定について」です。 

 審議事項の①と②は関連しておりますので、事務局から一括して説明をお願いいたし

ます。まず案件の説明をお願いしまして、それが終わりましたら質疑、それから採決を

行いますので、最初に説明をよろしくお願いいたします。 

 坂本都市計画課長。 

【坂本都市計画課長】  それでは、まず資料のご確認をさせていただきます。事前に

送付した資料といたしまして、資料目録とともに、資料１が、東京都市計画虎ノ門一丁
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目地区第一種市街地再開発事業の計画図書と理由書でございます。次に資料２が、東京

都市計画虎ノ門駅前地区第一種市街地再開発事業の計画図書と理由書でございます。 

 参考資料１が、東京都市計画地区計画虎ノ門駅南地区地区計画の計画図書でございま

す。参考資料２が、東京都市計画都市再生特別地区虎ノ門一丁目３・１７地区の計画図

書でございます。参考資料３が、東京都市計画都市高速鉄道第２号線の計画図書でござ

います。参考資料４は、虎ノ門一丁目地区のまちづくりについてまとめた資料となって

おります。参考資料５は、虎ノ門駅前地区のまちづくりについてまとめた資料となって

おります。 

 続きまして、本日席上に配付しております資料のご確認をお願いいたします。１点目

が日程表でございます。２点目が、当審議会宛ての付議文の写しとなっております。３

点目が、港区都市計画審議会委員幹事名簿でございます。４点目が、席上配付資料①と

いたしまして、本日の説明で使用いたしますパワーポイントを印刷したものとなってお

ります。 

 本日の資料は以上でございますが、不備がございましたらお申し出いただければと思

います。よろしいでしょうか。 

 それでは、審議事項①「東京都市計画虎ノ門一丁目地区第一種市街地再開発事業の決

定について」、審議事項②「東京都市計画虎ノ門駅前地区第一種市街地再開発事業の決定

について」、ご説明させていただきます。資料１が虎ノ門一丁目地区の計画図書、資料２

が虎ノ門駅前地区の計画図書の写しでございます。この計画図書に沿ってご説明いたし

ますが、本日配付いたしました席上配付資料①のとおり、パワーポイントも用意いたし

ましたので、あわせてごらんいただければと思います。 

 本日の２つの案件につきましては、いずれも国家戦略特別区域法の手続による案件と

なります。まずパワーポイントをごらんいただければと思います。都市計画決定までの

流れについて説明させていただきます。 

 国家戦略特別区域法第２１条において、都市計画法等の特例が定められており、国家

戦略都市計画建築物等整備事業を定めた区域計画について総理大臣の認定を受けること

で都市計画の決定・変更があったものと見なされます。国家戦略都市計画建築物等整備

事業は、国家戦略特別区域内において産業の国際競争力の強化及び国際的な経済活動の
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拠点の形成を図るために必要な建築物その他の整備を促進する事業で、当地区も該当し

ております。 

 最初に、東京圏区域会議が区域計画の素案を作成いたしました。続きまして、東京都

における「都市計画法等の特例」に係る特定事業について、諸手続と課題の抽出・対応

方針等の審議を行うため、東京都都市再生分科会が設置されました。メンバーには国、

東京都、関係区、事業提案者が入り、分科会において都市計画の案を作成し、公告、縦

覧を行います。そして、都案件につきましては東京都都市計画審議会に、区案件につき

ましては港区都市計画審議会に付議されることとなります。 

 当地区につきましては、「地区計画」の決定、「都市再生特別地区」の追加、「都市高速

鉄道」の変更が既に東京都都市計画審議会に付議されました。そして、「市街地再開発事

業」の決定につきまして、本日、当審議会に付議されたものでございます。 

 なお、東京都案件の都市計画につきましては、参考資料１から参考資料３として配付

させていただいております。 

 当審議会でご審議いただきますと、東京圏区域会議が区域計画の認定申請を行い、総

理大臣により認定されますと、都市計画の決定または変更がされたこととなります。 

 続きまして、計画地についてご説明いたします。計画地は、地下鉄虎ノ門駅の南側に

位置する「虎ノ門駅前地区」と環状第二号線新橋・虎ノ門地区に接する「虎ノ門一丁目

地区」を含むエリアで、虎ノ門駅南地区街並み再生方針を定めた区域となっております。 

 虎ノ門駅南地区では、施設の老朽化が進んでおり、建築面積の小さい建物が立地する

とともに、狭隘な道路も残っており、良好な都市環境の形成と防災性の高い市街地の形

成を図る必要がございます。 

 国家戦略特別区域に関する区域方針では、国際的ビジネス拠点を形成するとともに、

国際競争力のある新事業を創出することとなっております。また、特定都市再生緊急整

備地域の地域整備方針では、業務支援機能の強化、重層的な歩行者ネットワークの充実、

街区再編による大街区化を図ることとされております。これらの上位計画を踏まえ、昨

年平成２６年８月に「虎ノ門駅南地区街並み再生方針」を策定いたしました。 

 次に、各地区のまちづくりの経緯についてでございます。虎ノ門一丁目地区では、平

成２１年から意見交換会を開始し、平成２２年１２月に虎ノ門一丁目地区市街地再開発
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準備組合が設立されました。 

 虎ノ門駅前地区では、平成２４年から勉強会や検討会を開始し、昨年、平成２６年８

月に虎ノ門駅前地区市街地再開発準備組合が設立されました。 

 続きまして、関連する都市計画についてでございます。虎ノ門駅南地区街並み再生方

針が定められた区域が、「虎ノ門駅南地区地区計画」の区域となっております。また、２

つの市街地再開発事業の施行予定区域を含むエリアは、「都市再生特別地区」に追加され

ます。さらに、地区の南西側、桜田通りと環状第二号線の交差点付近に地下鉄日比谷線

の新駅が計画されております。 

 こちらは、関連する都市計画を模式図であらわしたものでございます。 

 再開発等促進区を定める地区計画では、地区計画の目標や方針、地区整備計画など、

まちづくりのルールを定めます。 

 都市再生特別地区は、容積や高さ、壁面の位置などを定めます。 

 都市高速鉄道は、日比谷線の（仮称）虎ノ門新駅と、その区域が追加されます。 

 これらの関連する都市計画は東京都案件となるため、東京都の都市計画審議会に付議

されました。区案件の市街地再開発事業は、公共施設の配置や規模、建築物の整備、建

築敷地の整備について定めます。 

 続きまして、虎ノ門駅南地区地区計画についてでございます。地区計画の目標は、『街

区再編の推進』及び『国際エリアにふさわしい街並みの形成や都市機能の導入』を実現

するため、『多様な都市活動が展開される安全・安心なまちの実現』、『人々が行き交う魅

力と活力のあるまちづくりの推進』、『都心における緑豊かで環境にやさしいまちの実

現』という３つの目標を掲げております。 

 次に、主要な公共施設と地区施設についてでございます。 

 まず、地上レベルでございます。Ａ街区及びＢ街区と記載されている部分が地区整備

計画の区域となります。Ａ街区では、公園及びバスターミナル、歩道状空地を整備いた

します。Ｂ街区では、地上駅前広場及び歩道状空地を整備いたします。 

 次に、地下レベルでございます。Ｂ街区では、虎ノ門駅とつながる地下駅前広場を整

備いたします。また、Ｂ街区とＡ街区をつなぐ地下歩行者通路を整備いたします。 

 大変長くなりましたが、それでは資料１をごらんいただきたいと思います。 
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 虎ノ門一丁目地区第一種市街地再開発事業の計画図書となっております。まず、一番

後ろでございますが、５ページをごらんいただきたいと思います。国家戦略都市計画建

築物等整備事業を定める理由書でございます。街区の再編や地下鉄新駅の整備とあわせ

た交通結節機能の強化や都市防災機能の強化を図り、国際競争力の強化を実現していく

ため、第一種市街地再開発事業の決定に関し、国家戦略都市計画建築物等整備事業を定

めるものでございます。 

 それでは、１ページにお戻りいただきたいと思います。まず、名称でございます。虎

ノ門一丁目地区第一種市街地再開発事業、施行区域面積は、約１.５ヘクタールでござい

ます。 

 次に公共施設の配置及び規模でございます。幹線街路といたしまして、放射第２１号

線を拡幅整備いたします。また、区画道路として区道第１０１３号線を拡幅整備いたし

ます。そして、公園、約１,２００平方メートルを新設整備いたします。 

 ここで、またパワーポイントをごらんいただければと思います。こちらは放射第２１

号線の整備イメージでございます。歩道の拡幅とともに、敷地内に緑化空間を確保し、

快適な歩行者空間を形成いたします。 

 こちらは、公園の整備イメージでございます。緑の軸の形成を図るため、区道第１１

６６号線に面して歩道状空地と一体となる公園を整備いたします。 

 恐れ入りますが、また資料１の１ページをごらんいただきたいと思います。続きまし

て、建築物の整備についてでございます。Ａ－１街区は、建築面積約８,２５０平方メー

トル、延べ面積約１７万５,０００平方メートル。主要用途は事務所、店舗、駐車場でご

ざいます。Ａ－２街区は、建築面積約２５０平方メートル、延べ面積約６００平方メー

トル。主要用途は教会でございます。 

 建築物の高さの限度はＡ－１街区が１８５メートル、Ａ－２街区が２０メートルとな

っております。 

 次に、建築敷地の整備についてでございます。建築敷地面積は、Ａ－１街区が約１万

１００平方メートル、Ａ－２街区が約３００平方メートルとなっております。地下鉄駅

に連絡する地下歩行者通路や、その地上出入口等の整備、また区道沿道の歩道状空地と

ともに、虎ノ門ヒルズに連絡する歩行者デッキの整備を行います。 
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 ２ページをごらんいただきたいと思います。計画図１でございます。図の中央の網か

けした部分が、施行区域となっております。 

 ３ページをごらんください。計画図２、公共施設と街区の配置図でございます。図の

中央がＡ－１街区、左下の部分がＡ－２街区となっております。施行区域の北側が区道

第１０１２号線、西側が区道第１１６６号線、南側が区道第１０１３号線となっており

ます。また、区道第１１６６号線沿いに公園を整備いたします。 

 ４ページをごらんいただきたいと思います。計画図３、建築物の高さの限度図でござ

います。Ａ－１街区が１８５メートル、Ａ－２街区が２０メートルとなっております。 

 続きまして資料２をごらんいただきたいと思います。虎ノ門駅前地区第一種市街地再

開発事業の計画図書でございます。まず、一番後ろの５ページをごらんいただきたいと

思います。理由書でございます。虎ノ門駅の機能拡充に資する地上及び地下の駅前広場

を整備するとともに、国際的ビジネスセンターとしての機能強化やにぎわいの創出など、

多様な都市機能を集約した魅力と個性ある複合市街地の形成による国際競争力の強化を

実現するため、第一種市街地再開発事業の決定に関し、国家戦略都市計画建築物等整備

事業を定めるものでございます。 

 １ページにお戻りいただきたいと思います。名称は、虎ノ門駅前地区第一種市街地再

開発事業。施行区域面積は約０.５ヘクタールでございます。 

 次に、公共施設の配置及び規模でございます。幹線街路として、補助線街路第２号線

を拡幅整備いたします。また、区画道路として区道第８６号線及び区道第１１６６号線

を拡幅整備いたします。 

 次に、建築物の整備についてでございます。建築面積は約２,０００平方メートル、延

べ面積は約４万５,８００平方メートル、主要用途は事務所、店舗、駐車場でございます。

建築物の高さの限度は１２０メートルとなっております。 

 次に、建築敷地の整備についてでございます。建築敷地面積は約２,８００平方メート

ルでございます。地上及び地下駅前広場や駅から連絡する地上出入口等の整備、また区

道沿道の歩道状空地とともに、外堀通り沿道の歩行空間の整備を行います。 

 ここで、再びパワーポイントをごらんいただければと思います。 

 こちらは、地上駅前広場の整備イメージでございます。周辺市街地との調和に配慮し
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ながら、にぎわいの核となるように、地区北側の外堀通りに面して地上駅前広場を整備

いたします。 

 こちらは、地上駅前広場と地下駅前広場の整備イメージとなっております。敷地内を

活用してプラットホームの拡幅を図るとともに、災害時には帰宅困難者の一時滞在施設

として機能する地下駅前広場を整備いたします。 

 恐れ入りますが、資料２の２ページをごらんいただきたいと思います。計画図１でご

ざいます。図の中央の網かけした部分が施行区域となっております。 

 ３ページをごらんいただきたいと思います。計画図２、公共施設の配置図でございま

す。施行区域の北側が都道４０５号線、東側が区道第１１６６号線、南側が区道第８６

号線となっております。 

 ４ページをごらんいただきたいと思います。計画図３、建築物の高さの限度図でござ

います。建築物の高さの限度は１２０メートルとなっております。 

 最後に、今後のスケジュールについてご説明いたします。パワーポイントをごらんい

ただければと思います。本日、当審議会において都市計画の内容についてご了承をいた

だければ、東京圏区域会議が区域計画の認定申請を行い、総理大臣により認定されます

と都市計画の決定がされたこととなります。 

 審議事項①、東京都市計画虎ノ門一丁目地区第一種市街地再開発事業の決定について、

審議事項②、東京都市計画虎ノ門駅前地区第一種市街地再開発事業の決定についての説

明は、以上でございます。 

【髙橋会長】  事務局の説明が終わりました。これから、審議に入りたいと思います。

この両地区につきましては関連性がございますので、どちらからでも結構ですので、ど

うぞご質問、ご意見をいただきたいと思います。 

 どうぞ、香川委員。 

【香川委員】  ２番目にご説明いただきました案件について、パワーポイントの３３

ページにございましたが、地下駅前広場で、災害時の帰宅困難者に対して広場を設けて

いるというお話があったと思います。これは行政側で特定の場所を指定して、帰宅困難

者の避難場所としてあらかじめ割り当てを決めるということでよろしいですか。 

【髙橋会長】  中山課長。 
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【中山再開発担当課長】  今回の件につきましては、事業者側から防災面の貢献をし

たいという提案がございまして、それに基づいて区と協議を行いまして、一時滞在施設

としての機能をこちらに設けたという流れがございます。今後、実際に区として位置づ

けるかどうかを防災課と協議していくことになります。 

【香川委員】  わかりました、ありがとうございます。非常にいいことなので。ほか

に港区の中でこういう場所はあるのでしょうか。 

【髙橋会長】  はい、中山課長。 

【中山再開発担当課長】  防災面については区の重要施策となってございますので、

こういった大規模な再開発等をする場合は、なるべくそういった協力をするというのが

事業者側の意向でもあり、かつ区の意向でもございます。最近の事例では、このような

帰宅困難者対策を実施しております。 

【髙橋会長】  都市計画課長。 

【坂本都市計画課長】  少し補足させていただきます。先ほど、再開発担当課長から、

事業者の提案というお話はさせていただきましたが、例えば上位計画でございます港区

のまちづくりマスタープランでは防災機能の強化ということをうたって、まちづくりに

おいては防災力の強化を目指していくというようなことが記されております。したがい

まして、各地区でいろいろ開発の計画が持ち上がってきますと、その区の考え方に沿っ

て事業者は提案をしてくるという流れになります。 

【香川委員】  わかりました。 

【髙橋会長】  よろしいでしょうか。どうぞ。 

【望月委員】  港区医師会の望月ですが、若干論点がずれて関係ないことかもしれな

いのですが、この新しい駅というのはいつごろできる予定ですか。 

【中山再開発担当課長】  日比谷線の新駅につきましては、事業の実施主体がＵＲ都

市機構で、確認したところでは、２０２０年のオリンピック・パラリンピック開催まで

に暫定開業をしたいと。それで最終的な完成は２０２２年を予定していると聞いてござ

います。 

【望月委員】  ありがとうございました。 

【髙橋会長】  よろしいですか。 
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【望月委員】  はい。 

【髙橋会長】  はい、どうぞ。大滝委員。 

【大滝委員】  虎ノ門一丁目地区第一種市街地再開発事業に関して、最初に３つまと

めてお聞きしますけれども、現状で見ますと、今、建物としては西松建設とか、森ビル

でいえば第５森ビル、第１０森ビル、それから、虎ノ門一丁目森ビルというようなとこ

ろが大きな建物で、西松建設あるいは森ビルが大地権者ということになろうかと思うの

ですけれども、事業を進めていく上では、この森ビル、あるいは西松建設がその事業者

となっていくのかというのが１点です。 

 それから、そのほかにも小さな地権者がたくさん、建物でいけば、先ほど古い建物が

あるというふうに説明されておりますけれども、かなり多くの地権者がいらっしゃるよ

うにも感じます。実際どれぐらいの地権者がいて、現在どれぐらいの方が同意をされて

いるのかということですね。 

 それから３つ目には、第一種市街地再開発ですから、こういうことはないのかもしれ

ないですけれども、西松建設、森ビル以外に準備組合に入るといいますか、加入すると

いう方がいるのかどうかについてです。この３点についてお伺いしたいのですけれども。 

【髙橋会長】  再開発担当課長。 

【中山再開発担当課長】  まず１点目ですが、虎ノ門一丁目地区につきましては、ご

指摘のとおり西松建設、また森ビルが大規模な土地所有者となってございます。事業者

という意味では、現在まだ準備組合という段階ですので、事業協力者という位置づけに

なりますが、西松建設と森ビルの２者が準備組合に参加してございます。 

 続いて２点目のご質問で、地権者の状況ですけれども、虎ノ門一丁目地区につきまし

ては、地権者、土地所有者及び借地権者合わせて２９名ほどいます。同意の数でいきま

すと２６名になりまして、同意率でいきますとほぼ９割の同意をいただいてございます。 

 ３点目、準備組合への加入ですけれども、基本的には準備組合の加入は区域内の権利

者の方が対象になります。先ほど言いました９割近い方の同意をいただいて、ほぼ同じ

数の方が準備組合に参入をされてございますので、西松建設、森ビルに限らず、個人の

権利者を含めて加入はされている状況でございます。 

【髙橋会長】  大滝委員、どうぞ。 
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【大滝委員】  理由書では、国際的ビジネスセンターにふさわしい複合市街地形成と

いうふうになっておりますけれども、結果的にはそれは小地権者について不利な状況に

なっていくというのが今までの再開発の大きな問題になっているわけです。森ビルなど

の大地権者とか、あるいはゼネコンなどが、いわばこのまちを新しくつくりかえてしま

うというのですか、そういったことになっていってしまうわけですけれども、区として

は、こういった取り組みについては特に問題点だとかは指摘することなく、促進をして

いくと、こういう立場なのかどうか。その辺についてはどうなのですか。 

【髙橋会長】  再開発担当課長。 

【中山再開発担当課長】  今回、事業を行いますのは、あくまでも権利者の皆さんで

構成される市街地再開発準備組合。事業認可されれば再開発組合が事業主体となってご

ざいますので、特定の企業の意向というものではないというふうに区では考えてござい

ます。あと、計画の内容につきましては、先ほどもありましたように各上位計画等々、

準備組合が提案してきました内容が適切であるという判断を区及び東京都が行いまして

事業を行っているものでございますので、区としてはこの計画内容で適合しているとい

う判断をしてございます。 

 あと、今ご指摘ございました小規模地権者につきましても、これは再開発事業で各権

利者の生活再建というものが第一になりますので、その辺につきましては今後、区とし

ましても準備組合事務局等に対し適切に対応するよう指導してまいりたいと考えてござ

います。 

【髙橋会長】  大滝委員、どうぞ。 

【大滝委員】  再開発では、これまでも小地権者については、結果的に追い出されて

いくというのが事例としてはたくさん出てきているので、これ自体については賛成でき

ませんけれども。 

 それと、参考資料２で、１ページに、Ａ－１地区の建築物の容積率の最高限度は１０

分の１４５ということで、容積率１,４５０％ということで、容積率が際限なく高まって

いくということで、それが高層ビルの建設というふうにつながっていくわけですけれど

も、これは都市再生特別地区の指定で、こういっためちゃくちゃ高い容積率になってい

ますけれども、こういった容積率が高くなっている原因が、この都市再生特別地区の指
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定ということになるのか。そして、こうした手法でさらに容積率が拡大をされていくと

いうようなことになっていくのかどうか、その辺はどうでしょうか。 

【髙橋会長】  都市計画課長。 

【坂本都市計画課長】  委員ご指摘のとおり、都市再生特別地区、ここの都市計画に

おいて容積率などが定められてきております。それで、この考え方でございますが、当

地区におきましても都市再生への貢献というものがございます。１つ目はビジネス交流

拠点の形成に向けた都市基盤の拡充ということで、歩行者ネットワークの形成、地下鉄

虎ノ門駅プラットホームの拡充、バスターミナルの整備などを行う予定になっておりま

す。 

 ２つ目として、国際競争力を高める都市機能の導入ということで、ビジネス支援施設

の整備を行う予定となっております。 

 ３つ目といたしまして、防災機能の強化と環境への取り組みということで、帰宅困難

者支援機能の整備や街区再編による広場、公園の整備などを予定しております。これら

の整備につきまして、都市再生への貢献ということで、結果として１,４５０％という容

積率がここで示されているものでございます。 

 なお、ご質問にはございませんでしたが、Ｂ地区のほうでは１,３７０％という容積率

がこの計画で決められているというところでございます。 

【髙橋会長】  はい、大滝委員。 

【大滝委員】  今説明があったように、どんどんそういう形で高層ビルが乱立をする

と。そういうことについては、これまで私どもも繰り返し反対はしてきましたけれども、

百歩譲ってその建物ができたとしても、風害とか、それから、今、そういう高層ビルが

上昇気流を招いて、いわば気象にも影響してゲリラ豪雨を招くとか、そういった、いわ

ば災害も発生をさせていくというふうに考えている方もいらっしゃるように、大きな環

境とか自然への影響というのを及ぼしているわけなんですね。ですから、そういう意味

では、例えば風害対策でも、これまで何回も言ってきましたが、形状を変えるとか、そ

ういったような対策も必要なのではないかと。これを見ると、屋上緑化だとかは確かに

されておりますけれども、形状を変えたり、あるいは壁面緑化だとかももっと進めたり

だとか、さまざまな手だてというものをもっととっていく必要もあるかと思いますけれ
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ども、そういった点での、建物自体について反対ではあるけれども、実際上の対策とし

てはとられるようになっているのかどうか、その辺はどうでしょうか。 

【髙橋会長】  再開発担当課長。 

【中山再開発担当課長】  今ご指摘の点につきましては、虎ノ門一丁目地区は環境ア

セスの対象になりまして、環境アセスの協議を行っている最中でございます。その中で

風環境につきましても当然基準を守るような計画としてございます。また、緑化につき

ましても十分な緑化面積を確保すべく、東京都及び港区の当該部署と協議を進めており、

東京都の協議はすでに終えています。そういう意味では配慮は十分にされている計画で

あるというふうに考えてございます。 

【髙橋会長】  よろしいですか。大滝委員、どうぞ。 

【大滝委員】  できてから、十分なアセスなんかもやられることにはなっているので

しょうけれども、実際上はどこでも、事後の、かなり風害が起きているという問題も発

生をしていますので、そういった必要な対策はとられていくということが求められると

思います。 

 それから最後に、バスターミナルについてですけれども、このバスターミナルがオリ

ンピック・パラリンピックでは、臨海部と都心部を結ぶと。それで競技者とか観戦者を

運ぶというのが役割として、これがＢＲＴのターミナルの役割ということになると思う

のですけれども、それと同時に、オリンピック・パラリンピックの後についても、臨海

部と、臨海部に人口が急増していくということから、新聞の記事を見ると、ラッシュ時

では１時間に約４,４００人を輸送するということが見込まれるというふうに書かれて

います。ただ、今日の新聞を見ますと、実際上、臨海部の人口急増はそんなもんじゃな

いよということで、中央区では臨海部に地下鉄をつくる提案がされたというのが今日載

っていましたけれども、これでは臨海部は１２万人から１３万人、それで輸送力を図る

というのが載っかっているのですが、このＢＲＴでそういった輸送力をうんと高めてい

くということになれば、今の予測でも、ラッシュ時で１時間４,４００人、例えばどうい

う形のバスになるのかよくわかりませんけれども、１００人運べるものとしても１時間

に４４台ということになるし、さらに人口が増えて、もっと輸送力アップのために担わ

されるということになると、さらにこれが増えていくと。そうなると渋滞だとか、ある
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いは排ガスだとか、いろいろな環境への影響とか交通への影響だとか、さまざま、大き

な問題にもなってくるかと思うのですけれども、この辺はどういうふうに考えていらっ

しゃるのでしょうか。 

【髙橋会長】  はい。 

【西川交通対策担当課長】  今現在、東京都で主催しておりますＢＲＴ協議会の議論

の中のお話ということになりますけれども、環境配慮という意味では、バスについては

水素燃料ガス等の研究を進めていくという話を伺っております。先ほど運送力といった

お話もありましたけれども、運送力につきましても、将来的に連節バスを導入するとい

うことを考えているようですので、運送量はそれで賄えるということかと思います。 

【髙橋会長】  大滝委員。 

【大滝委員】  今言ったのは、だから、ラッシュ時で１時間４,４００人なんていうも

のじゃなくて、もっと増えていくという、中央区の地下鉄の建設計画が議会に報告され

たとなっていますけれども、そういうことを考えると、この見込みよりもさらに拡大を

していくという方向が考えられるのだけども、そういった点で交通渋滞だとかを招くこ

とにはならないだろうかと。いや、これで大丈夫だということじゃなくて、そういった

渋滞だとか交通への影響だとか、混乱を起こすようなことがないかどうかということを、

先のことはよくわかりませんが、そういう心配をちょっとしているのだけども、どうな

のだろうかということですが。 

【髙橋会長】  これは質問でよろしいですね。 

【大滝委員】  ええ。 

【髙橋会長】  はい。 

【冨田開発指導課長】  中央区の問題はありまして、今、特に勝鬨橋なんかでは大江

戸線のホームの改良とかで、要するに輸送力のアップといいますか、輸送力の課題につ

いては鉄道事業者が駅の拡幅等で解消しているというような事例もありますので、そう

いうトータルな形で混雑緩和をしていくというのが行政の役割だというふうに考えてご

ざいます。 

【髙橋会長】  よろしいですか。はい、どうぞ。 

【大滝委員】  確かに先のことだから、ここの状況がどういうふうになるかというの
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はわかりませんけれども、現実には、このターミナルをつくることによって大きな交通

渋滞とかを招いていく結果になるのではないかという心配をしているということだけ申

し上げておきたいと思います。 

【髙橋会長】  今のはご意見でよろしいですね。 

【大滝委員】  はい。 

【髙橋会長】  今村委員、どうぞ。 

【今村委員】  私もバスターミナルのことを伺おうと思ったのですが、今、大滝委員

のほうでご質問されたことと重なりますが、バスの発着量の予測と、あと建物と公園の

間にバスターミナルが計画されているので、歩行者動線との交差をどのようにお考えに

なっているのかということ。それと、やはりバスの発着量が多くなると乗降客も多くな

ると思われますので人の動線とバスの流れの計画、あとは周辺道路への影響ということ

をお聞きしたいと思っていたところです。先ほど一部お答えもいただいていますので、

歩行者動線との考え方の整理といいましょうか、そのあたりはいかがでしょうか。 

【髙橋会長】  再開発担当課長。 

【中山再開発担当課長】  確かに委員ご指摘のように、現在考えておりますバスの入

口が虎ノ門一丁目地区の北側の区道から左回りで入りまして、そのまま南の区道に出て

左回りで出ていくという経路で協議を行ってございます。確かに地上部を通る歩行者に

つきましては、実際に建物に入る人とバスとの交差がございますので、その辺について

は、完成した後、十分な注意を払う必要があると考えています。ただ、当該地区につき

ましては地下の歩行者通路を設けまして、銀座線虎ノ門駅、また新しくできる日比谷線

新駅からの地下通路で地下から入れるという経路もございます。そういった経路等で歩

行者等の分散を図りながら安全性を確保していければなと考えてございます。 

【髙橋会長】  よろしいですか。 

 阿久津委員、どうぞ。 

【阿久津委員】  この地下歩行者通路ですけれども、幅員６メートルということで非

常にすばらしいのではないかと私は思いますが、今のお話にありますように、この地区

全体の方たちのためだけでなく、今のバスターミナルの利用の方もいると思いますが、

その辺はどの程度の通行量を見定めて、これを計画されたのか、わかれば教えてくださ
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い。 

【髙橋会長】  再開発担当課長。 

【中山再開発担当課長】  地下の歩行者通路の幅員等につきましては、当該地区全体

で、先ほどお話がありましたように虎ノ門駅南地区の街並み再生方針等を定めまして、

今ある小規模な敷地を街区化していこうということで考えてございます。そういった街

区化が将来的に起こった場合でも、そこの歩行者が十分耐え得る幅員であるという算定

をしてございます。もともと、この地下歩行者通路につきましては、銀座線虎ノ門駅の

混雑緩和と日比谷線にできる新駅とのつながり等もございますし、現在もその区道の地

上部分は朝夕、またお昼時などは大変混雑していまして、車道に人があふれているよう

な状況になってございます。虎ノ門ヒルズの開業ですとか、環状２号線が通ったという

影響もございまして、そういった意味で複層的に交通を処理しなきゃいけないというと

ころから始まってございますので、そういう意味で十分な幅員を確保しつつ、快適な歩

行者空間を確保しようという意図で計画していると聞いてございます。 

【阿久津委員】  となると、バスの利用者の見込みはどのように判断されていたので

すか。地区全体は、当然、当たり前の話だと思いますけれども、先ほどの１時間で４,

４００人も利用されるのであれば、おそらく大分流れると思いますね、相当な方が。 

【髙橋会長】  再開発担当課長。 

【中山再開発担当課長】  先ほどご質問にありましたバスの件につきましては、東京

都と事業協力者等で、現在どういった経路で、どういった本数でというのを検討中であ

ると聞いてございまして、実際にこの場所に何人ぐらいが来るのかという想定が、実は

まだ出ていない状況でございます。ですので、バスの利用者等を見込んだという意味で

は、現在数字というものはない状況でございます。 

【阿久津委員】  一応わかりました。 

【髙橋会長】  どうぞ、林田委員。 

【林田委員】  確認も含めてお聞きをしたいのですけれども、虎ノ門駅南地区全体の

地区計画の中で、今回、Ａ街区とＢ街区が事業計画のご提案をされている中で、実際に

Ａ街区は今さまざまなお話がありましたように、業務棟と教会とバスターミナルと、Ｂ

街区のほうは業務棟、並びに地下でＡ街区とＢ街区を結ぶ地下通路、あと地上の道路の
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拡幅という計画をずっと話されていたわけですけれども、この全体の南地区の地区計画

の、そのほかの地域の現在の開発の状況というか、検討状況というか、実際にこうやっ

て提出される提案との整合性はどのようにとっていらっしゃるのかお聞きをしたいと思

います。 

 それと最初にパワーポイントでお話がありましたけれども、２ページの国家戦略都市

計画建築物等整備事業ということで、東京圏区域会議というものが載せられておりまし

て、東京都案件と港区案件ときちっと分けていらっしゃる。僕の理解の中では、あくま

でも市街地再開発事業の道路拡幅、あるいは道路整備、あるいは公園、そういったもの

を含めたインフラの整備について港区にしっかりと審議をしてくださいと。それ以外の

新駅だとか事業の容積率も含めた都市計画決定の部分については、東京都が行うという

縦分けがあるのだと僕は理解しているんですね。 

 今日、港区の市街地再開発事業のそのものについての審議をされているわけですけれ

ども、それを受けて同時にこの図を見ていると、東京都案件も一緒にやっているという

ような絵が描いてありますね。そうすると、これは港区の今回の状況をお知らせした後

に、東京都としては都市計画審議会を開いて、受けた上で決定をするという手順を踏む

のか、それとも同時にやろうとしているのか、その辺の進め方はどういうふうになって

いるのかお聞きしたいという、この２点だけ教えてください。 

【髙橋会長】  はい。 

【冨田開発指導課長】  今ご指摘の、まず１つ、虎ノ門南地区の状況でございます。

区といたしましては、平成２３年１０月から、「東京のしゃれた街並みづくり推進条例」

を活用した勉強会を始めました。その後、平成２４年１０月にガイドラインをつくりま

して、街並み再生方針をかけ、地区計画という形で、具体的な整備の方針、地区計画の

目標、まちづくりの方針を示してございます。その中で地域の方々と勉強会を開きなが

ら、結果、今、Ａ地区、Ｂ地区という形が具体化してございます。そのほかにも、これ

からも区として、まだいろいろな地区で勉強会を開いて、街区再編のまちづくりを推進

したいと考えてございます。 

 今、具体的に動いているのは２つでございますが、今後、地権者の合意形成などが図

られた場合には、また新たな地区計画が提案されるというふうに考えてございます。 

 17 



【髙橋会長】  都市計画課長。 

【坂本都市計画課長】  区域会議についてでございます。今、パワーポイントのほう

でもごらんいただいておりますが、ここで一番下から２段目ですね。東京都の都市計画

審議会、港区の都市計画審議会ということで、この辺の流れについてのご質問かと思い

ます。 

 林田委員ご指摘のとおりでございまして、これはそれぞれの都市計画の決定権者に振

り分けられているところでございます。したがいまして、今回の計画でいきますと、地

区計画、それから都市再生特別地区、都市高速鉄道、これらの都市計画につきまして、

東京都が決定権限を持っている案件ということで同時に進んでいるところでございます。 

 ちなみに東京都の都市計画審議会のほうは、５月１５日に付議されて終了しておりま

す。ですから、本日のこの市街地再開発事業２件を待って、出そろったところで認定の

手続に入っていくという流れになっております。 

 本日ご審議いただいております第一種市街地再開発事業の２件につきましては、区決

定の都市計画でございますので、当審議会に付議しているというところになります。そ

ういう意味では同時に進行しておりまして、今回は東京都の都市計画審議会のほうが一

足早く進んでいるという状況でございます。 

 また、先ほど開発指導課長からの答弁にもありましたが、この地区、虎ノ門駅南地区

と言っているところが、まさに地区計画で定められている区域と重複しております。ま

ず、街並み再生方針を定めるに当たりまして、地域の皆様とも、いろいろと勉強、それ

から意見交換を重ねて、当地区に街並み再生方針を定めたというところでございます。

街区の再編などによって更新していこうというところでございますが、今回、この２地

区について具体的に進んできたというところで、地区計画のほうに整備計画を定めると

いうことになっておりますが、今後、ほかの街区でも開発が進んでいけば、その段階で

地区計画のほうにも整備計画として盛り込まれていくということになっております。 

【林田委員】  最後に１つだけ。 

【髙橋会長】  はい、どうぞ。 

【林田委員】  確かに今の説明のとおりだと思います。実際にこうやって先行する地

区があって、当然ながら道路を含んだインフラ整備がきちっとされると。その中で後発
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といっていいのかどうかわかりませんけれども、これから地区計画をやりながら計画が

進められる中、それがどうやって整合をとるかということだと思うんですよね。ですか

ら、後で計画をされたところが、どちらかというと、現在もう既に整備をされたところ

に乗っかっていかざるを得ないということも出てきてしまうんじゃないかと僕は思って

いるんです。ですから、今回のこうした計画も含めて、全体像がある意味では決まって

いかないと、本来だと区画ごとにやっていって、最終的には突き合わせるみたいなこと

では、大きな街区の中で、計画としては不本意な部分が出てくるんじゃないかというこ

とを恐れて質問させてもらいました。ですので、そんなことも含めて、どこか頭に入れ

ていただいて、この南地区の計画をつくっていただきたい、そのことだけ申し上げてお

きます。 

【髙橋会長】  ご意見でよろしいですか。 

【林田委員】  はい。 

【髙橋会長】  ほかにございますか。じゃあ、どうぞ。 

【只腰委員】  両地区とも敷地の中に既存区道があると思うのですが、その既存区道

は、どういう扱いになるのか。道路の敷地として、どういう処理がされるのか。それか

ら、特に虎ノ門一丁目地区は地区が大きくて、南北方向にかなり大きな区道が現状通過

していますので、この貫通機能は、どういうふうにビル計画の中で処理をされるのか。 

 それから、もう一点、まとめてご質問しますけれども、地下道が幅員６メートルで延

長３３０メートルとかなり長い地下道になると思いますが、両端は再開発ビルにつなが

っているのですが、たしか防災上の観点から途中に出入口が要るという規定があると思

うのですが、３３０メートル、途中の出入口がないと防災上の問題があるのではないか

と思うのですが、その辺の見通しについてお聞きしたいと思います。 

【髙橋会長】  再開発担当課長。 

【中山再開発担当課長】  まず１点目の区道につきましては、今回、両地区とも開発

に伴いまして、つけかえということになってございます。具体的に言いますと、虎ノ門

一丁目地区におきましては愛宕下通り等の拡幅がございます。また、公園の整備等がご

ざいまして、従前あった区道の面積以上の公共施設を新たにつくるという意味のつけか

えを行ってございます。これは虎ノ門駅前地区についても同様でございます。 
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 また貫通機能等につきましては、先ほどからお話ししています街並み再生方針等で大

街区化を図るに当たりまして、重要な区道、それ以外の区道という位置づけをしてござ

います。重要な区道については当然廃止できない状況ですけども、今回廃止する道路に

つきましては、そういった位置づけもないということでつけかえをされる状況でござい

ます。 

 また、２点目の地下歩行者通路でございます。今回、先ほどのご指摘のように、現在

予定している出入口としましては、銀座線虎ノ門駅の南側の地区で１カ所、さらに虎ノ

門一丁目地区の北側で１カ所、南側で１カ所という計画でございます。確かに間につき

ましては、１００メートル超ぐらいになりますので、防災面、防犯面におきましては、

かなり重要であると捉えています。この辺につきましては、将来、間のところで、例え

ば共同化等が起こりまして地下道につなげたいということがあれば、そこで出入口はで

きますが、現時点ではそこができていない。そこで、今、虎ノ門一丁目地区の事業者の

ほうにお願いしていますのは、そこを監視できるような状況にできないかと。万が一、

防災面、防犯面で問題が起こったときにすぐ対応できるような措置を計画するようにと

いうことを事業者と協議してございまして、その辺で対応していくことになるのかなと

考えています。 

 ご指摘のありました、間で何メートルかおきに出入口を設けなければならないという

規定につきましては、メトロさんの地下通路の場合に確かにございます。１カ所のとこ

ろから４０メートルで出られなければいけないという規定があると聞いていますが、今

回の地下歩行者通路につきまして、南北方向の区道１１６号線の下の部分につきまして

は、鉄道施設ではなくて区道という位置づけになってございまして、４０メートル以内

に出入口を設けなければならないという規定の対象外にはなってございます。ただ、そ

うは言いましても先ほどの繰り返しになりますが、防災面、防犯面、非常に重要ですの

で、それに向けた対応はきちんととっていきたいというふうに考えてございます。 

【髙橋会長】  はい、どうぞ。 

【坂本都市計画課長】  先ほどの林田委員のご発言にも関連するのですが、パワーポ

イントをごらんいただければと思います。これが虎ノ門駅南地区の街並み再生方針の中

で、公共公益施設の考え方を示した図となっております。少しわかりづらいのですが、
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この真ん中の縦の部分が、地下通路が予定されているところでございます。そのほか、

左右といいましょうか、格子の状態で道路にマークがしてありますが、これらがこの地

区で幹線、地区内ネットワークを確保する上で重要な路線として決めているところでご

ざいます。 

 したがいまして、各地区での開発の動向、規模にもよりますが、将来像としてはこれ

を実現するために今後地区計画の中で定めていくということになると思います。全体像

は、この街並み再生方針で示しているところでございます。これによって、今の区道の

扱い、あるいは貫通機能の考え方、地下通路などの考え方についても全体像は示されて

いるというふうに考えております。 

【髙橋会長】  ほかにございませんでしょうか。はい、どうぞ。高見沢委員。 

【高見沢委員】  ２つ質問させていただきます。 

 １つは敷地内の公園ですが、虎ノ門一丁目地区の街づくりについてという一枚紙の中

央の下に、ちょうどそのコンセプトを強調するような写真が出ているのですが、デッキ

がありますね。虎ノ門ヒルズの西側の公園は、今の段階ではやや孤立ぎみという感じが

しますが、これは中長期的に全体をネットワーク化させて立体的につなげていこうと、

それを都市再生の目玉として都心にある新しいグリーンネットワークのようなものを目

指しているのかなという気もします。それは非常にいいことじゃないかということでご

質問したいのですが、これはどういう意図で、どんな管理状態で、どういうアクセスが

時間帯的に確保できるようなもので、つまりオープンなものなのかということについて

教えてください。 

 それから、もう一つ、今度は機能のほうですが、この再開発事業だけ見ると、国家戦

略と言いながら、ただの事務所ビルだという感じがしなくもないですが、ただ、いい目

で見ると既存の虎ノ門ヒルズの中にはホテルがあり、いろいろな機能がある中で今回の

再開発事業があるのではないかと。そのときに１個だけ質問させていただきたいのです

が、港区案件じゃないのでもしわかればということで結構ですけれども、地区計画の用

途の制限の中で例えばＡ街区のほうは１,１００平米以上を次の用途とするということ

で、物品販売とか飲食というのが書いてあるのですが、１,１００というのが何となく直

感的には少ないなと。あるいは飲食だけだと１,１００だけども、国家戦略特区を担うよ

 21 



うな新しいビジョンを持った都市機能というのがここには書いてないのだけれども、実

際には事務所と書いてある下層部や上層部に、これは新しい国家戦略機能だというもの

が入る予定なのかどうか。ただの事務所ビルであっては何となく寂しいなという気がす

るものですから、もしその辺で情報があれば、この地区計画の制限との絡みで、どうい

う機能を考えているかということを教えてください。 

 以上です。 

【髙橋会長】  都市計画課長。 

【坂本都市計画課長】  まず１点目の公園についての考え方でございますが、高見沢

委員ご指摘のとおりでございます。この公園を整備いたしまして、ここを核として、ま

さに緑化空間のネットワークを将来的には形成していきたいと考えているわけでござい

ます。既に整備されております虎ノ門ヒルズから、ずっと北側に抜けていく形でネット

ワークはつなげていきたいと考えているところでございます。また、この公園につきま

しては整備された後でございますが、区の公園として管理していくことになります。そ

ういう意味ではオープンになるということでございます。 

 再開発で整備されます建築物の用途についてでございますが、参考資料１の３ページ

の一番下の記載についてのご指摘だと思いますが、「１,１００平米以上は」ということ

で、ここで用途の制限を記載しているところでございます。ここの趣旨でございますが、

先ほど来何度も出ておりますが、虎ノ門駅南地区の街並み再生方針に基づく規定でござ

いまして、この街並み再生方針ではにぎわい施設を導入するという目標が掲げられてお

ります。それを反映する形で、このように、ここの４ページになりますが、具体的には

（１）（２）（３）を整備するということで、地下１階から地上３階までの建築物の用途

ということで、この１,１００平米以上は（１）から（３）の用途に供する施設を整備し

てほしいということになっているわけでございます。そういう意味では、あくまでにぎ

わい施設を創出するというところから定められた制限ということになっているわけでご

ざいます。 

【髙橋会長】  高見沢委員、よろしいですか。 

【高見沢委員】  なかなかこの情報がないのかもしれないですが、最低限既存の計画

の中で位置づけられているというご説明だったのですが、特区を使い、国家戦略という
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ことで特別な都市計画をやる以上、ただのオフィスビルが乗っかっていますというだけ

ではやや説明が足りないのではないかと、どういうまちを目指すのかというのを、今の

にぎわい施設以外にこんなことができるとか、そういうことを説明していただきたかっ

たのですが。もし可能であればお願いします。 

【髙橋会長】  再開発担当課長。 

【中山再開発担当課長】  説明がちょっと重なるかもしれませんが、当地区につきま

しては、都市再生の後継、国家戦略特区の目玉として国際競争力を高める都市機能の導

入として、周辺施設と連携したビジネス支援施設の整備を予定してございます。具体的

には、起業家の発掘期から起業期、成長期を総合的に支援するため、少人数向けのワー

クプレースや交流施設、ビジネスコンシェルジュを一体的に整備し、成長ステージに合

わせた起業、成長支援の取り組みを実施していくというのが提案書の中に書かれてござ

います。具体的には、新しい起業家へのセミナーですとかコンテストや、既に成功して

いる起業家との交流会でしたり、そういったもので支援をしていこうということを計画

していると聞いてございます。 

【高見沢委員】  ありがとうございます。 

【髙橋会長】  よろしいですか。 

 どうぞ、ご質問、ご意見。どうぞ、大滝委員。 

【大滝委員】  地下通路のことで、先ほどの説明じゃものすごく不安ですよね。鉄道

で４０メートルというのは、要するに、それは避難できる可能性として４０メートルに

１カ所ぐらいないと避難ができないということで、おそらく義務づけているのではない

かと思うんですよね。例えば地下でなくたって、地上でも運河沿いの遊歩道の整備で促

進をしてほしいということで私がちょっと話をしたときに、逃げ場が確保されてなけれ

ば工事はできませんと説明されているんです。要するに地震などが来たときに逃げ場が

なければ工事はできない、それが前提なんだというように説明を受けていて、この３３

０メートルの地下、いや、そのうち開発されてどこかに出口はできますなんて、その前

に事故が起きたときにどうするのかと、区の責任になるわけですね。逃げられないよう

なものをつくっておいて、そのうち避難路ができますとか、これじゃ困るわけです。例

えば地下のトンネルというか、車の通るトンネルでもちゃんと別の道をつくるとか、い
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ろいろな避難路というのはつくっているわけです。ですから、そういう意味では現実に

退避できるものがなくてつくっていくということについては、これはほんとうに不安で、

現実に、具体的な避難ができる対応策を確保した上でつくるというようにしないと、こ

のままではほんとうに、火事でも起きれば焼け死んじゃうということになりかねないと

思うのですが、この辺はどうなのでしょうか。 

【髙橋会長】  再開発担当課長。 

【中山再開発担当課長】  地下歩行者通路の件でございます。４０メートルという規

定に関しましては、ある地点を中心にして、そこから４０メートルで出入口にというこ

となので、最大出入口の距離としては８０メートルになってございます。これが鉄道施

設の場合の基準でございます。 

 今回の計画地につきましては、虎ノ門の駅前の出入口から虎ノ門一丁目の北側の出入

口が約１００メートルということで、確かに８０メートルは超えてございます。この件

につきまして、区としましても出入口を間に設けられないかという検討はしたのですが、

先ほど別の件でお話ししましたように、この区道は大変人が混雑しておりまして、歩道

を使った出入口というのが不可能な状況です。ですので、今後、先ほど開発指導課長か

らも話がありましたように、具体的に共同化の話が動いてございますので、そういった

もので間に出入口を設けたいと。それまでの間は、２４時間監視のカメラ等を虎ノ門一

丁目の中央管理室等において、防災面できちんと対応できるようする、危険ではないよ

うにするということで協議を行ってございます。今後、その共同化がいつぐらいにでき

るのかというのはまだまだ読めない状況ではありますが、その中では適切に出入口を設

けていきたいということと、あわせて、安全、防災面についても、きちんと配慮してい

きたいと考えてございますのでご理解いただければと思います。 

【髙橋会長】  大滝委員、どうぞ。 

【大滝委員】  その混雑を緩和するということは相当な人数が地下を歩くということ

になるわけですよね。しかも先ほど説明しているように、臨海部から都心に運ぶＢＲＴ

をつくって、４,４００どころか、おそらく人数はもっと増えていくわけですよ。その人

たちが、新しい駅だとか虎ノ門駅だとかに歩いていくことになると、今よりももっと、

相当な人が利用すると。そのときに、事故が起きたときに近くに避難の通路がないとい
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うのでは、不安でとても利用できないというようになるのではないですか。この辺は、

もう少し具体的な対策というのはとれないのでしょうか。 

【髙橋会長】  再開発担当課長。 

【中山再開発担当課長】  先ほどの説明と重複しますが、現時点で間に出入口という

のは不可能な状況です。委員ご心配の状況が起こらないように、事業者等をしっかり指

導して、不安のない歩行者通路となるように努力していきたいと考えてございますので、

ご理解いただければと思います。 

【髙橋会長】  大滝委員、よろしいですか。 

【大滝委員】  もう事故が起きたら諦めてくださいと言わんばかりの話ですから、納

得はちょっとできないですけどね。 

【髙橋会長】  ほかにいかがでしょうか。 

 採決に入ってよろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

【髙橋会長】  それでは、ただいま議論いただきました２件の案件についてお諮りし

たいと思います。案件ごとにお諮りいたします。 

 まず、審議事項１の東京都市計画虎ノ門一丁目地区第一種市街地再開発事業の決定に

ついてでございますが、原案どおり異議のないものとして答申することに賛成の方の挙

手をお願いいたします。 

（賛成者挙手） 

【髙橋会長】  賛成多数です。それでは、そのように決定し、答申いたします。 

 続きまして、審議事項２、東京都市計画虎ノ門駅前地区第一種市街地再開発事業の決

定について、お諮りしたいと思います。原案どおり異議のないものとして答申すること

に賛成の方の挙手をお願いいたします。 

（賛成者挙手） 

【髙橋会長】  賛成多数です。それでは、そのように決定し、答申いたします。 

 この２件でもって、本日の案件は全て審議が終わりました。事務局から何かほかにご

ざいますでしょうか。 

 都市計画課長。 
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【坂本都市計画課長】  本日は長時間にわたりご審議いただきまして、ほんとうにあ

りがとうございました。 

 事務連絡といたしまして、次回の都市計画審議会の予定でございますが、１０月下旬

ごろに開催させていただきたいと考えております。詳しい日時につきましては、事務局

から改めましてご連絡いたしますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 事務局からは以上でございます。 

【髙橋会長】  それでは、本日の都市計画審議会を終了したいと思います。どうもご

苦労さまでした。ありがとうございます。 

 

午前１１時１８分 閉会 
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